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ロードバランサによる負荷分散では、DNSサーバに登録するレコードはロードバ
ランサ上に設定する仮想サーバの IPアドレスのAレコードです。
この結果、名前解決要求に対する返信は常にロードバランサ上の仮想サーバの IP
アドレスに送信される事になります。
ロードバランサには複数の負荷分散対象のサーバ群が登録されており、通信の振
り分けを行う事が可能です。負荷分散の判断基準には以下の項目が例として挙げら
れます。
※対応する機能はロードバランサ製品によって異なります。

表4.6.1　ロードバランサ負荷分散判断基準の例

分散方式 説明
ラウンドロビン サーバ群に順番に通信を振り分ける
重み付きラウンドロビン あらかじめ設定された比率で通信を振り分ける
最小コネクション数 処理中のコネクションが少ないサーバに通信を振り分ける
最小クライアント数 接続中のクライアントが少ないサーバに通信を振り分ける

最小データ通信量 処理中のデータ量通信量が少ないサーバに通信を振り分
ける

最小応答時間 応答時間が短いサーバにリクエストを振り分ける

最小サーバ負荷 CPU/メモリ/インターフェース利用率が低いサーバに通信
を振り分ける

ヘッダ情報
データのヘッダ情報に基づいて振り分ける
IPアドレス /ポート番号：信元 IPアドレスやポート番号に 
よって振り分ける
HTTPヘッダ：URLやCookieに基づいて振り分ける

ロードバランサは管理者が設定した判断基準を元にデータ転送するサーバの IP
アドレスを決定し、対象のサーバにデータを送付します。

DNSラウンドロビン方式と異なる点は、クライアント側に実サーバの IPアドレス
は開示されず、ロードバランサ上でアドレス変換をしている点で、クライアントか
ら見た場合は１台のサーバと通信を行っているようにやり取りができます。




